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週の前半は⽶中の通商対⽴激化の懸念を背景に、リスク回避姿勢
が強まり、ルピアは下落しました。しかし、26⽇にジョコ⼤統領が⾸都
移転の正式発表を⾏い、今後の投資加速への期待などから株式市
場が反転したことなどを好感し、堅調となりました。また、週末にかけ
ては⽶中の緊張緩和を背景にさらに上昇し、週間ではルピアは対⽶
ドル・対円ともに上昇しました。

100インドネシアルピアの対円レート

［株式市場］ジャカルタ総合指数の推移
（2016年1⽉4⽇〜2019年8⽉30⽇）

［債券市場］インドネシア⾃国通貨建て10年国債利回りの推移
（2016年1⽉1⽇〜2019年8⽉30⽇）

［為替市場］インドネシアルピアの対円レートの推移
（2016年1⽉1⽇〜2019年8⽉30⽇）

［株式市場］

［債券市場］

前週末に⽶国と中国の通商対⽴が激化したことを受けて、週明けの株
式市場は下落して始まりました。26⽇、ジョコ⼤統領は正式にジャカル
タから東カリマンタンへの⾸都移転を発表しました。また、アラブ⾸⻑国
連邦とインドネシアの企業間で⼤型投資の覚書が交わされるなど、投
資増への期待なども⾼まり、国内勢の買いを中⼼に株式市場は上昇し
ました。セクター別では、基礎産業・⽯油化学、鉱業などが上昇した⼀
⽅で、農業、消費財などは下落しました。
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（対象期間： 2019/8/26〜2019/8/30）
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出所：グラフおよび表はBloomberg L.P.のデータに基づきイーストスプリング・インベストメンツ作成。

［為替市場］

2019/8/23 2019/8/30 変化率
6,255.60 6,328.47 +1.16%

2019/8/23 2019/8/30 変化幅
7.242 7.332 +0.090

2019/8/23 2019/8/30 変化率
0.7508 0.7509 +0.01%
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27⽇の国債⼊札を前にして、週初はポジション調整の売りに押され上
値の重い展開となりました。⼊札結果はやや弱いものとなり、10年国債
利回りは上昇（価格は下落）しました。短期債に売りが⾒られた⼀⽅
で、⻑期債は底堅い展開となりました。しかし週末にかけて、⽶中の緊
張緩和などを背景に通貨ルピアが堅調となったことから、利回りは低下し
ました。


